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法益侵害の継続とその削除
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[ 本論文 の 要旨]

イ ン タ ー ネ ッ ト 上の 差別表現並 び違法 な 表現の速報性、 拡散性そして被

害 の 継続性 に よ る 被 害者 に 生 じ る 実害 を 最小限 に し 、 投稿 を 繰 り 返す発信

者の 侵 害 を 止め さ せ、 そ の救済 を 迅速化す る ため に は 、 閲覧可能 な 状態 を

除去し な け れ ば被害が継続す る と い う イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の表現の 特殊性 を

考慮して 、 第一 に 、 問題 と な っ てい る 投稿・ コ ン テ ン ツ を 削除し、 第二 に 、

発信者情報の 開示 を す る べ き で あ る 。

1 問題の所在

イ ン タ ー ネッ ト 上のバ ー チャル な 空間で の表現 と フィジカルな そ れ に お

け る 表現のいず れ も 他 人 の権利や法援 を 侵害す る 場合 に法的規制の対象 と

な る 。 後者 は 、 公然 と 大 き な 声で特定の事実の摘示や特定の事柄 に関す る

論評 を す る こ と な どが典型で あ る が、 人 の 声で あ れ ば、 発話の終了 と と も

に消え て し ま う 、 ま た 文 書 に よ る 表現は伝播力が あ る も の の 、 人 の 手 に

よ っ て で き る 限 り 回収が可能で あ る 。 こ れ に よ っ て不当 な 差別的表現や名

誉致損表現の拡散 を 防ぎ、 被害 が甚大 に な る こ と を 防ぐ こ と がで き る 。 社

会 に おいて 法益侵 害的表現 を 人 々 が認識す る に至る 可能性が軽減 し 、 ま た

認識 し た と し て も 記憶か ら 消え て い く 。 フィジカルな 空間で の 表現 は 、
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人 々 の記憶か ら 消えてい き 、 忘れ ら れ る の で あ る 。

こ れ に対して 、 前者・ イ ン タ ー ネ ッ ト 上の表現 は異 な る 。 こ こ で の表現

は 、 消え ない、 正確 に は消せないの で あ る 。 い っ た ん ネ ッ ト 上 に書 き 込み

した表現 は 、 本人自身が削除で き る 段階 を 過ぎて 、 い っ た ん 掲載 さ れ てし

ま い、 他 人 が こ れ を コ ピ ー してし ま う と 、 本人 は も ち ろ ん作成者 も こ れ を

削除又 は回収 で き ない。 コ ン テ ン ツ プロパ イ ダー が削除して く れ な い限 り 、

掲載 さ れ続け る 。 ま た削除して く れ た と して も 、 そ れ以前 に 第三者 に よ っ

て コ ピ ー さ れ てし ま う と 、 こ れ を 回収す る こ と は困難で あ る 。 こ れ ら の一

連の こ と は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上の表現が ど こ か誰か の サ ー バ ー に 蔵置 さ れ 、

サ イ ト に 掲載 さ れ続け る こ と で、 人間の脳以外の外部の装置 に よ り 記憶 さ

れ る こ と を 意味す る 。 人間の脳以外の記憶装置、 つ ま り コ ン ピュー タ に よ

る 記憶は 、 人為的操作 に よ ら な け れ ば消すこ と がで き な い。 そ も そ も イ ン

タ ー ネ ッ ト 技術の必要性は 、 デジ タ ル情報 を ーか所 に 集中して 保管す る の

で は な く 、 分散管理す る こ と で情報が な く な る こ と を 防ぐ こ と に あ っ たl。

こ の こ と か ら 情報が残 り 続 け る 。 と き に 、 あ る 情報 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上

に 掲載 さ れ る 限 り 、 人 々 が記憶し続け る と い う 努力 を せず と も 、 外部の記

憶装置が記憶し続け て く れ る こ と で 人 々 の意識か ら 消えてい く 頃が ない、

逆 に 言 う と 消えてい く こ と がで き ない。 当 該情報が権 利 ま た は 法益侵 害す

る も の で あ る 場合、 情報は拡散し、 被 害者 の 被害 が継続す る 。 情報拡散の

点か ら す る と 、 現行刑法の名誉致損害�・侮辱罪等 の 表現犯の制 定 当 時の 公

然性の規模 と 範囲 に おいて お の ず と 異 な る 。 ま た イ ン タ ー ネ ッ ト が一般 に

普及し始めた 1 995年以降 と そ の前 と で も 異 な る 。

以上の よ う な イ ン タ ー ネ ッ ト 上の 表現の特殊性 に 照 ら し て 、 一一一表現の

l ーヶ所に設置された中央の大型コンピュータが破壊されるとネットワーク全

体の機能が損なわれデータも消失する弱点を克服するために、 アメリカ国防省

を中心にして開発されたのがインターネット技術である。 これは、 局所的な攻

撃に対しでも通信を維持し、 データを分散させて残しておくことができる情報

管理ネットワークである。
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自由 を 保障しつ つ 一一 イ ン タ ー ネ ッ ト 上の表現・情報の拡散性 と 被害の継

続性 に 則した対応が求め ら れ る 。 こ こ で急務 な こ と は 、 被害 を 最小限 に 食

い止め る た め に 情報 を 拡散 さ せ な い こ と で あ る 。 そ の た め に は ど う す る か

と 言えば、 ま ず先 に 、 問題の あ る 情報 を 削除す る こ と で あ る 。 権利 又は法

益侵害 を 削除す る こ と で被害拡散 を 防止した上で、 刑法上の訴追 の た め又

は民法上の損害賠償請求の た め に 発信者情報 を プロパ イ ダ に 開示請求す る

こ と に な る 20 削除す べ き 情報が イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 掲載 さ れ続 け る こ と

で被害者の 被害回復が困難 に な る 。 そ れゆえ、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上の救済の

順序 と して は、 違法情報の削除→発信者情報の開示→刑事処罰及 び民事上

損害賠償 と い う こ と に な る 。

2 ドイツネットワーク法執行法とその改正の動向

削除 に ついて立法化した の がド イ ツ「ソー シャルネ ッ ト ワ ー ク に お け る

法執行の改善 に 関す る 法 律J ( 以下、 ネ ッ ト ワ ー ク法執行法 ( 20 1 7年制

定 ) ) ( Ge setz zu r Ve rbe sse rung de r Rechtsdu rch s巴tzung in so zialen 

Net zwe rken (Net zwe rdu rchsetzung sge setz - NetzDG) ) で あ る 3。 ド イ

ツ政府の立法提案で は4 、 ネ ッ ト に お け る 議論文化 は 、 し ばし ば攻撃的、

侵害的で、 しか も 少 な か ら ず憎悪 に 満ちてい る 。 有効 に 対処 さ れ訴追 さ れ

ていないへ イ ト クラ イ ムや他の犯罪 は 、 自由で 、 開か れ た そして民主的 な

社会の平穏 な 共同生活 に と っ て大 き な 危険 を は ら ん で お り 、 そ の 上 、 アメ

リカ大統領選挙の経験か ら ド イ ツ連邦共和国 に おいて も 、 SNS に お け る 可

2 発信者情報IifJ示の謀題に ついて 、 Marc Bohlen. Der zivilrechtliche Auskunts­

anspruch bei der Bekämpfung von Hass im Internet. NJW 2020. S.l999ff 

3 参照、 鈴木秀美 「ド イ ツ のSNS対策法 と 表現の自由JI安感義塾大学メディ ア ・

コミュニケーション研究所紀要68号1頁以F (2018年)。

4 Deutscher Bundestag. Drucksache 18/12727. 
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罰的 なl嘘の情報 ( Fake N e ws) への 対 処 は極めて重要で あ る 5。 そ れゆえ、

民衆扇動、 侮辱、 侮蔑又 は 犯罪 を 見せか け る こ と に よ る 公的平穏の撹乱 な

ど の よ う な客観的 に可罰的な コ ン テ ン ツ・ 情報 を 迅速 に 削除す る ため に 、

SNS上 に お け る 法の貫徹の改善が必要あ る 。 そ れゆえ、 民衆扇動、 侮辱、

侮蔑又 は 犯罪 を 見せか け る こ と に よ る 公的平穏の撹乱な どの よ う な 客観的

に 司罰的な コ ン テ ン ツ・ 情報 を 迅速 に 削除す る た め に 、 S:JS に お け る 法の

執行の改善が必要とされ た 。

本法の要旨の と お り で あ る 。

①ド イツ囲内 に200万人以上の 利用者ーのい る SNSの運営者 を 対象 と す る

②利用者が簡単 に アクセ ス で き 、 かっ1��' に 利用で き る 苦情手続の提供す る

③利用者の苦情 を 遅滞 な く 受 け取 り 、 刑法上問題 に な る の か の検証

④明 ら か に 刑法 上問題 に な る 内容の表現は 、 苦情 を 受け入れ て か ら 24時間

以内 に 削 除又は情報への アクセ ス を 阻止す る

⑤苦情 に 関す る 決定 に ついて 、 苦情 を 申し立て た者及 び書 き 込 み 利用者 に

理由 を 説明す る

⑥社会ネ ッ ト ワ ー クの運営者 は 、 苦情 に関す る 有効な 処理シ ス テム を 整え

ず 、 特 に 処罰 に 値す る 内容の表現 を 完全又 は 迅速 に 削除し な い場合 に

は 、 秩序違反法違反。 苦情処理 に 関す る 責任者 に は最高500万ユー ロ、

5 ここ重要な 川認 と してPost Fact を紹介する 。 これ は Fake News . Disinforma­

tion と い う 言葉 と |司じこ と を f.i:l床す る 。 つまり 特定の 言 説が 、 真実 を伝え る た

め に 「事実 ・ 情報」 を諮る の で は な く 、 1::1分のLI的 を達成す る た め に 「事実」

を語る た め に 川い ら れ る こ と を立昧する 。 ニュ ー ス の 拡散の過程で 、 人々が「信

じた い �Ji実」 と 結びつ く こ と でフェ イ ク がファ ク ト を駆逐し、 主l会 に 広が る 。

「フェ イ ク jが 、 しばしば 人々の 「 本音」 と 結びつけ て諸 ら れ る 。 不安や 不 平 を

も っ府の 「 本音 」 と され る も の をす く い |二げる 。 1I脱」 と 「 本音」 の結託だか ら 、

「気持ち よ く 」 受け 入れ ら れ 、 流布する 。 SNS に お け る 代表的的現象 と して

Fake News と へ イ ト ク ラ イ ム を あ け‘る こ と 均三できる ( Tobias Ceffinato. Zur Re­

gulierung des Internet durch Strafrecht bei Hass und Hetze auf Onlin巴platt­

formen. ZStW 2020. S.544f)。
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企業に 対して は 最高5000万ユーロの過料 を 科す6

本法が制定され る 前史 と して は 、 201 5年12月16日、 ド イ ツ政府 は 、 Fa­

c ebook社や Googl e社 と へイ ト ス ピ ー チ な どド イ ツで違法 と され る 書 き 込

み に ついて可能な 限 り 24時間以内 に 削除す る こ と で合意 を し た 。 ヘ イ ト ス

ピ ー チ に 気づいた 利用者が簡単 に 業者 に 報告 で き る 仕組み を 確保し、 報告

を 受 け た書 き 込み の大半 に ついて内容 を 24時間以内 に 雌認し、 必要があ れ

ば速やか に 削除す る 仕組み を 構築 こ と で あ っ た 。 が、 こ の合意 に 基づ く こ

れ ら ホ ス テイ ン グ - プロパ イ ダー側の 対応は必ずし も 十分で、 は な か っ た と

され る 。 201 6年 に は 欧州委員 会 が 、 こ れ ら ITサ ー ビ ス 大手 は違法 な へ イ

ト ス ピ ー チ の削除要請があ っ た場合、 大半 を 24時間以内 に 審査し、 必要が

あ れ ばへ イ ト ス ピ ー チ を 削 除す る か又 は 内容 を 見 ら れ な い よ う に す る こ と

で合意 ( プラ ッ ト フォ ー ム行動規範Cod e of  co nd uc t  o n  co unter ing ill e­

gal hat e sp eech o n lin e) 7 を 示し た 。 こ れ は 、 人種差 別 と 排外主義の 表現

の態様 に 対す る 刑法的撲滅の ための2008年1 1 月28日の欧州委員 会の枠組み

決定 に 由来す る 。 こ れ に 対し て 2016年末、 EU欧州委員 会 に よ れ ば、 24時

間以内に 対応され た の は た っ た の全体 と して 40% で 、 へ イ ト コ ン テ ン ツへ

の 対応が1番速いの は Yo uT ube、 遅いの は T witter と 評価した 。 2017年9

月初日、 欧州委員会 は 、 へ イ ト ス ピー チ への十分 な 対応 を 行 わ な いソ ー

6 Facebook Germany は 、 透明性 の あ る 苦情受付ページを 設け てお ら ず、 ユ ー

ザが簡単 に ア ク セ ス できな か っ た と して、 ド イ ツ 連邦司法省よ り、 200万ユ ー ロ

の過半q を 命じ ら れ た ( Martin Eifert. Evaluation des NetzDG 1m Auftrag des 

BMjV. 2020， S.77f) 。

7 2却01民6年5月3担l日、 欧州委只会 と Fac白ebo∞ok干村社j上ムA、 Mi陀crosωof丘t此刑干主祖jム|

Tub巴+全松社←j上i士: は 、 違法な へ イ ト ス ピー チ に 対 抗す る た め の行動 指針 を 宣 言 し た

(CODE OF CONDUCT ON COUNTER1NG ILLEGAL HATE SPEECH ON­

LINE. On the  3 1  May 20 1 6 ) 。 そ のモ ニ タ リン グ 調脊 に ついて、 European

Commission - Press release (Countering online hate speech - Commission ini 

tiative with social m巴dia platforms and civil society shows progress) . 1 j llne 

201 7  (http://europa.eu/rapid/press-release_1P-17-471_en.htm.) 
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シャルメ ディ アに制裁 を 科す ため の 法整備 を 行 う と 発表 し た80

特に情報の削除について 、 ネ ッ ト ワ ー ク法執行法 3 条 1 項 は 、 次の よ う

に規定して い る 。

1 1 遅滞 な く 、 苦情 を 認識し、 苦情 に示 さ れ てい る 内容が違法 か否か及 び

削除又 は'情報への アクセ ス を 妨げ な け れ ばいけ ないか否か を 判断す る 。

2苦情が行 わ れ た後、 明 ら か に違法 な内容 は24時間以内 に削除又 は情報へ

の アクセ ス を 妨�f る 。

SNSが刑事訴追機関 と 協力して削除又 は情報への アクセ ス を 妨げ る た め に

よ り 長期の時間 を 必要 と す る 場合 は 、 こ の限 り で は な い。

3 全て の違法 な内容 は 、 遅滞 な く 、 原則的 に 、 苦情の到達後7日以内に削

除又 は情報への アクセ ス を 妨げ な け れ ば な ら ない。 以下の場合 に は 、 7日

間 を 超え る こ と がで き る o

a) 違法性の判断が、 摘示事実が真実で な い こ と 又 は明 ら か に 他 の諸般の

事情 に よ る 場合。 運営者 は 利 用者 に 対して弁明の機 会 を 与え る こ と がで き

る 。

b) 運営者は7日間以内の決定 を 貫徹法6項か ら 8 項 ま でに基づいて設置

さ れ た自己規制機関に委ね、 かっそ れ ら の判断 に従 う 場合。 」

本規定 は 、 一方で 、 刑法上禁止 さ れ て い る (刑法上の規定に抵触す る 可

能性の高い) 表現行為 を 削除す る 9。 他方で 、 民法上の権 利 侵 害 に対す る

妨 害者責任 (Stör erha ftung) に関係 す る 10。 苦情 に 基づ く 削除又 はブロツ

8 ]ör口Lüdemann. Grundrechtliche Vorgaben für die Löschung von Beiträgen 

in sozialen Netzwerken. MMR 201 9. S.278 

9 i�;執行法で削除対象 と して規定 さ れ て い る 表現 は 、 個人的法益 の保護に限定

さ れ て い な い 。

1 0  直接的に 権利侵害者て 、は な くて も 、 何 ら か の態様又 は 形で他 人 の 権利侵害 に

寄与する 者 は 、 権利侵害 を防止する こ と が事実上お よ び法律上可能で あ る 場合、

「妨害者」 と して 調査又 は 排除義務 を果たして い な い と さ れ る 限り に お い て 妨害

者 と して 責任 を負 う 。 Vgl. BGH 26. 1 1 .20 1 5. GRUR 201 6. S.268. LG München. 

MMR 2018. S.322. 
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イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 表現に よ る法益侵害の継続と そ の削 除

キ ン グ な ど の た めの制度 を 整備しな か っ た場合 に は不作為責任を 理由にド

イ ツ秩序違反法 に 基づいて過料 を 科せられ る 。 本法 に お け る 投稿 な どの情

報の削除又 はブロ ッ キ ン グ の 法的根拠 は 、 妨害者責任 に あ る 11。 そ の対象

は民法上 の不法行為 に限定 さ れず 、 刑法上 の違法情報 も 含 ま れ る 。 本規定

に基づ き 、 SNS プロパ イ ダは 、 第 1 段階 と して 、 投稿 さ れ た 内容が コミュ

ニテイガ イ ドラ イ ン 12 に抵触す る 場合には13、 世界中の自己 の サ イ ト から

11 Martin Eifert. Evaluation des NetzDG 1m Auftrag des BMJV. 2020. S.41 

12 Facebookのコミュ ニテ ィ 規定

I 暴力行為お よ び犯罪行為

l 暴力 と 扇動

2 危険な 人物お よ び団体

3 危害 を 加 え る た めの計画お よ び犯罪 の宣伝

4. 規制対象商品

5. 不正行為お よ び詐欺

日。 安全 に 利月3す る た め に

6 自殺 と 白傷行為

7. 児童 に 対す る 性的採取、 虐待、 児童 のヌー ド

8 成人 に 対 す る 性的搾取

9 いじめ と 嫌が ら せ

10 人的搾取

11 プラ イ パ シ ー 違反 と 画像 の プラ イ パ シ ー権

E 不適切な コ ン テ ン ツ

12 ヘ イ ト ス ピーチ

13 暴力や過激な描写 を含むコ ン テ ン ツ

14. 成人 のヌー ド と 性的行為

15 性的行為 の勧誘

16 残酷で配慮 を欠いた コンテンツ

W 保全性 と 真正性

17 偽装

18. ス ノfム

19. サ イ バ ーセキュ リテ ィ

20 偽装行為

21 フェ イ ク ニュ ー ス

22 加工 さ れた メ デ ィ ア

23 追悼 ア カウ ン ト

V 知的財産権 の尊重 / 

( 古ti法 2 1 ) 53-4. 81 (1153) 



gb. 三 ・4
"附 ，.じ

当該投稿 を 削除す る 140 第2段階 と して 、 投稿がド イ ツ刑法 に抵触す る 場

合、 当該情報へのド イ ツか ら の アクセ ス を 阻止す る 15。 よ っ て 、 コミュニ

テイガ イ ドラ イ ン に対す る 抵触 と 法執行法 に 対 す る 抵触の判断手続 は別 々

の枠組み に行わ れ る わ け で は ない160

法施行後 3 年が経過し よ う と して い る 2020年 (2020年4月27日連邦議会

提出17) 、 法執行法 の改正案がド イ ツ政府 よ り 提出 さ れ た 。 そ の背景 と し

て 、 こ の間のド イ ツ に お け る 差別動機 に基づ く 犯罪・ へ イ ト クラ イ ムが深

刻化して い る こ と があげ ら れ る 。 本改正案 に よ れば\ イ ン タ ー ネ ッ ト 上の

可罰的へ イ ト ス ピ ー チ の撲滅の必要は変わ り な く 現実的あ り 、 民衆扇動罪

や脅迫罪の よ う な可罰的 な 攻撃は廿受 で き ない。 こ の こ と は イ ン タ ー ネ ッ

ト に も 当て は ま る 。 こ の こ と に加えて 、 司会書ìj的 な へ イ ト ス ピ ー チ は 、 市民

の 生命及 び身体への日常的攻撃へ と 誘引しう る 。 ド イ ツ ・ ヘ ッ セ ン ナト|カ ッ

セル地区長・Wal ter Lübc keに 対 す る 謀殺、 ハレに お け る シナゴ ーグ周辺

の袈�は 人 々 の不安 を 駆 り 立て る き っ か け と な っ た 。 こ の こ と は 、 2020年

" 24. 知I(I�財産権

\� . コンテン ツ |共l:ìillの リ ク エ ス ト

25 利用者の リ ク エ ス ト

26 そ の 他の未成年者の保護

そ の 他の↑古宇l�

1 3  Dirk Heckmann. Unzulässige Verfassungsbeschwerde gegen das Netzwerk 

durchsetzungsgesetz. jurisPR-ITR 12/201 9  Anm. 6. S.1 ff  

14 コミュ ニテイガ イ ドラ イ ンによ る 削除 を非法的な 対応 と して位世づけ る も の

と して、 Brian Valerius. Hasskriminalität - Vergleichende Analyse unter Ein­

schluss der deutschen Rechtslage. ZStW 2020. S.68lf 

1 5  Matthias Friehe. Löschen und Sperren in sozialen Netzwerken. N]W 2020. 

S. 1 698. Martin Eifert. Evaluation des NetzDG Im S.20f 

1 6  Martin Eifert. Evaluation des NetzDG Im Auftrag des BM]V. 2020. S.27本

手伝、 法律によ っ てコミュ ニテイガ イ ドラ イ ン と 本法 と の 関係が示さ れ ている べ

きで あ る 。 ïìíi者によ る 法的鋭flilJは な いの で 、 第一段階て"fJIJ者によ る 審査対象 と

な る と 、 苦情受付か ら 2411古r::Jの 削除若手資は さ れ な い恐れ が/1\て く る ( Martin

Eifert. S.43) 。

17  Deutscher Bundestag. Drucksache 1 9/1 8792 

(目立ì:l， ' 21 ) 53-4. 82 ( 1 1 54 )  



イ ン タ ー ネ ット」 の 表J}!に よ る法統佼% の 継続 と そ の削除

2月、 ハナウで起 こ っ た極右主義者 に よ る 攻撃 も 同じで あ る 。 こ の 事件で

は 行為者 は 事前に 人種差 別 的情報 を SNS に 投稿し、 こ れ を 拡散して い た へ

そ の土、 可罰íj的 な へ イ ト ス ピ ー チ は強 く 人 々 を 委縮 さ せ る 。 こ れに よ り 社

会的又は政治的参加 を 自粛す る よ う に な り 、 市民は イ ン タ ー ネ ッ ト 上で の

議論 を 控え又 は 参加し な い よ う に な る 。 こ の 可罰的 な へ イ ト ス ピ ー チ が も

た ら す萎純一効果 は 、 個 々 人 の 意見表明や行動の自l主! と 並んで、民主的議論そ

の も の危険に さ ら し、 こ れ に よ り 民主主義全体の基盤 を 危険 に さ ら す 。 さ

ら に 、 へ イ ト ス ピ ー チ はしばしば女性 と マ イ ノリティ に向け ら れ 、 こ れ は

自由で聞 か れ た かっ民主的 な 社会 を 重大 に 危険に さ ら す こ と を 考慮すべ き

だ と さ れ てい る 。

こ の よ う な 背景 を 受 け て 、 以下の こ と がそ の 内容 で あ る 。

' EU視聴覚メ ディ アサ ー ビ ス 事業 に |期す る 指令の囲内履行 (2020年9 月

19日期限) 一一動匝l共有サ イ ト の規制

・ ユーザの権利強化一一発信者側の権利 の碓立 反論手続の保障一一 2

週間以 内 の11�立

. (不当 に 削除 さ れ た情報の ) 再掲載の た め の申立て に 対し て 囲内の全権

代理人 が管轄 を 有す る よ う に す る こ と

- 交渉・和解 と そ の た め の民間機関の設置 ( 第 3 条cの新設)

- 苦情申立手続の 更な る 変更一一苦情申立 を す る ユ ーザ に と っ て の 利便

化・ 発信者'情報開示の強化一一通信媒体法 第 1 4条 3 項の改正・ 本法改正

提案は 、 極右及 びへ イ ト クラ イ ム撲滅 の た め の立法提案 (2020年 2月1 9

日) と と も に提出 さ れた 19.20

18 Sahl/Bielz巴r， NetzDG 2.0 - Ein Updat巴fü，‘weniger Hass im Netz， ZRP 2020， 

S.2 

19 Deutscher Bundestag. Drucksache 1 9/1 8470.そ の提案の'1'身は 次の通り。

①SNSL]T業者 に/i;執千i ì去 に定め る 犯非行為 に |刻す る 情報 につい て述n件察局 に

報告す る こ と を義務づけ る

②i去執行法1条 3項の犯�i!類型 に「死者の追想 に 対す る 日流罪 ( ド イ ツ 刑法ノ

(自己法 2 1) 53-4. 83 (11 55) 



論 説

、 189条) J に 追加|す る

③「犯罪 を 行 う 旨の脅迫 に よ り公の平和 を 乱す罪J (刑法126条) の規定の中に 、

将来 「危険な傷害罪J ( 刑法224条) を す る と 脅迫す る こ と を 加 え る
④「犯罪行為への報償の支払い及び、是認罪J (刑法1 40条) の規定の中 に 未だ行わ

れてい な い 犯罪の是認 も 加 え る

⑤公然 と 、 集 会又は 文沓の頒布に よ っ て行わ れ た 侮辱表現 につい て 「侮辱罪J(刑
法185条) に 加重構成要件 を 加 え 、 JfIJ の 上限 を 2年 と す る

⑥|主l民の政治 に 関係してい る 政治家につい て、 そ の政治的 に 関与してい る 領域

と は か かわりな く 、 公然の侮辱的表現の思い不法内容 を 考慮す る た め に 、 「政

界 に い る 者に 対す る 悪評の流布及び中傷罪J (刑法1 88条) に お い て、 本Wt成

要件 は 地域レベ ル の政治家 に も 適用 さ れ鵜 こ と が明 ら か にさ れ る
⑦脅迫罪 (刑法241 条) は 、 政治的自己決定 、 身体の不か申請、 人の自由又 は重

'!J!: な 価値あ る 物 に 対 す る 違法行為 を す る と の符迫 も 含む

③量 刑規則 (刑法46条) に反ユ ダヤ主義的動機 を 人権無視及び目的の 例 と して

明示的に 示すべきで あ る

(]: 刑事手続規則 に お い て、 電話通信事業者 を 名宛人 と す る 通信情報及び発信者

情報の規ílìlJ を 電気通信事業者 に まで鋭、張す る

な お 、 現行法のl条 3項の違法な表現内容と は 、 次の犯罪で あ る 。

86 (憲法違反の組織の プ ロ パガン ダ の頒布)

86a (憲法違反組織の象徴物の使用)

89a (重大な国家 を 危殆化す る 暴力 行為 の準備)

9 1  (重大な国家 を 危殆化す る 暴力行為挙行の指示)

1 00a (国家反逆的 な 偽造)

lll (犯罪行為への 公然の扇動)

126 (犯罪 を 行 う 旨の脅迫 に よ り公の平和1 を 乱す罪)

129 (犯罪団体の結成)

1 29b (外国 に お け る 犯罪団体又 は テ ロ 団体の結成)

1 30 (民衆扇動罪)

1 3 1  (暴力の記述)

1 40 (犯罪行為への 報酬の支払及び是認)

1 66 (信条、 宗教団体及び世界観 を 享有す る 団体 に 対 す る 冒涜)

1 84b (チャイ ル ドポ ル ノ文書の頒布、 獲得及び所有)

1 84d (禁止され た 売春営業)

1 85-1 87 (侮辱罪)

201 a  (録画 に よ る 高度 に 私的な生活領域の侵害)

241 (符迫)
269 ( 証拠 と して重要な デー タ の 偽造)

20 Vgl. Maximilian Heim. Verschärfte Strafen für Hass und Hetze im lnter-ノ

(龍法 2 1 ) 53-4， 84 (11 56) 



イ ン タ ー ネ ット上 の表現に よ る法益侵害の継続 と そ の削除

3 削除の意味

日本の判例でも イ ン タ ー ネ ッ ト に 掲載 さ れ た 情報の特殊性 に ついて判示

し てい る 。 そ れ に よ れ ば 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 載せた情報は 、 不特定多数

の イ ン タ ー ネ ッ ト 利用者が瞬時に 閲覧可 能 で、あ り 、 こ れ に よ る 名誉致損の

被害 は時 と して深刻 な もの と な り 得 る こ と 、 一度損な わ れ た名誉の回復 は

容易で は な く 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で の反論に よ っ て卜分 に そ の回復が図 ら

れ る 保証 が あ る わ け でもない21 J の で あ る 。 情報の速報性は同時 に 拡散性

を 伴い、 人格権のーっ と して の名誉な ど の 法益に 対す る 被 害 の 深刻 さ は 被

害の継続性を 意味して お り 、 そ れゆえ被害回復が困難 と な る 。 情報が拡散

し、 被 害 が継続す る こ と の理由に は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 掲載 さ れ た情報

を 削除す る こ と の困難 さ があ る 。 削 除 さ れ な い こ と は 、 閲覧可能 な状態 が

継続す る こ と を 意味す る 。 こ れ は情報が掲載 さ れ た サ イ ト で の閲覧だ け で

な く 、 情報のダウ ン ロー ド、 コピー そしてペー ス ト に よ っ て も可能 で あ り 、

しかも こ れ ら に よ っ て拡散す る 。 被 害 当 事者の側で は 、 自己 に関す る 情報

が イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に掲載 さ れ続 け る と い う 意味で、 口頭や紙媒体に よ る

伝播可能性 と は 異 な り 、 名誉な ど に対す る 現実的侵害が生 じ続 け る こ と に

な る 220 こ こ で被害の継続性は 、 コ ン ピュー タ を 用いた イ ン タ ー ネ ッ ト と

い う 記憶技術に よ る 。 い っ たん イ ン プ ッ ト さ れ た情報 は 人 に よ る 削除操作

に よ ら な け れ ば消 さ れ な い。 コ ン ピュー タ は 人間の脳の記憶装置 と はけ た

違いの優れ た 記憶能力 を 持 っ て い る 。 フィジカル な世界 で の口頭に よ る 情

、 日巴t. N]W-Spezial 2020， 440ff 

21 最決平22年 3月15日判時2075号1 60頁。

22 な お 、 付 言 す べきこ と と して 、 SNS で は指向や思考を同じ く す る 人々が グ

ル ー プ を作る 傾向 に あ り、 社会的 に 平穏 を与 え る 同質化効果が生じる 。 そ の た

め、 自分 た ち と は考え の異な る 情報 は や り玉 に 挙げ ら れ る ( Mustafa Temmuz 

O盈lakclO盈lu， "Haters gonna hate... (and lawmakers hopefully gonna make so 

mething else ) ‘ ZStW 2020， S.5 30) 。 そこでの議論Jf"�式 は 、 しばしば対立的で

あ っ て、 互換的で は な い 。

(権法 '21) 53-4. 85 ( 1 1 57) 



論 説

幸I�の 普及は 人 々 に 記憶 さ れ た と して も 忘れ ら れ がちで あ る 。 ま た 、 時間が

経過す る う ち に 多 く の 人 の記憶か ら喪失 さ れ て し ま う 。 思い出そ う と 意識

的に努力して記憶 を 喚起す る こ と で思い出す。 イ ン タ ー ネ ッ ト l二の情報は

そ う で は な い。 人聞が記憶す る 必要が な い。 イ ン タ ー ネ ッ ト 上の検索サ イ

ト で検索語 を 書けば、 検索結果 と と も に 情報が再 び自己の自の前に現 れ る 。

コ ン ピュー タ が社会 に おいて日常的に外部的記憶装置 と し て の機能 を 果た

す に至 っ て い る の で あ る 。 こ れ に よ り 人間自身の脳に よ る 記憶機能の意義

は相対的 に低下した と も 言え な く は ない。 こ の外部的記憶装置が特定 の情

報 を 保存してい る 限 り 、 忘 れ ら れ な いの で あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に掲載

さ れ た情報で言 う と 、 掲載 さ れ続 け る 限 り 人 々 の記憶か ら 忘 れ ら れ ないの

で あ る 230 こ の こ と は へ イ ト ス ピ ー チ が特定のSNSで掲載 さ れ る と 、 削除

さ れ ない限 り 、 当該情報 を 通 じ て不特定多数の 人 々 に向け て 差別 を 扇動し、

偏見 と 憎悪 を 植え付 け続け る こ と に な る 24。

イ ン タ ー ネ ッ ト 上の 差別扇動の特徴は 、 特定の場所に行かす‘ と も 差別的

言動 を し、 街宣活動 を す る こ と が可能 な と こ ろ で あ る 。 一地域の 人 々 に訴

えかけ る だ け で な く 、 比較で き な いほ どの広い範囲で訴えか け る こ と がで

き る 。 拡散性 に広範性が加わ る 。 そ の上、 多 く の 人 々 が当 該情報 を 認知 す

る こ と に よ り 特定 の 集団又 は 集団の構成員の 集住す る 地域 を 特定し監視す

る 体制 を 構築し、 蔑視、 偏見そして憎悪 を i首長 さ せ る こ と に な る 。 こ こ に

注視・ 監視体制の構築 を あ げ る こ と がで き る 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上の

差別扇動 の特徴は 、 検索サ イ ト と リ ン ク機能 を 使 っ て 差別的環境 を 増長で

き る こ と で あ る 25。 こ れ に よ り 情報が共有 も 可能 に な り 26、 しか も こ れ が

見知| らぬ複数の第三者 に よ っ て繰 り 返 さ れ る と コ ン ト ロー ルで き な く な

23 Viktor Mayer-Schönb巴rger. delete. 201 1. P.l 1 .  

24 Delfi v .  Estonia (Grand Chamber) .  para. 110: MTE v .  Hungary. para. 59 

25 Ibid.. 19  

26  Ibid.. 42. 
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る 27。 ま た 、 これ ら 一連の行動 は 、 単に情報の拡散 を 意味す る だけで な く 、

情報が記憶・ 蔵i置 さ れ続け る こ と で も あ り 、 一一 尾 びれ背 びれがつ く か の

よ う にーそ の過税で、当 該情報は変質 し てい く こ と に よ り 、 偏見や悪意が増

長す る が、 決 し て i守定的 に 修正 さ れ る こ と は な い280

イ ン タ ー ネ ッ ト の 利用 に よ り 人 々 は 、 アナログ の世界 で は 経験で き ない

相互交流の機会 と 情報に接す る 機会の可能泊二 を 得 た わ けで、あ る が、 し か し 、

必ず し も 交流の場が広 ま っ た り 、 交流す る 人 が増えた と は|浪 ら な い。 表面

上は 、 交流が広が り 交流す る 人 の 数 も 増えた よ う に思え る が、 実際 に と こ

ろ 、 同 じ 思考や思想 を 持っ た 人 たちが出会い を 求め、 互いに吸い付 け あっ

て お り 、 多様性や 多元性 と い う 視点か ら 見 る と 、 逆に交流す る 人 の 範囲は

狭 ま っ てい る の で は な か ろ う か290 同 じ思考 を 持つ者 だ け で 集 合し情報 を

交換 し てい る と こ ろ で は 、 お の ず と 情報は自分たち に と っ て 耳通 り の良い

一方的な 情報の流通に限定 さ れがちで あ る 。 そ う な る と 、 いわ ば気持ちの

良い情報 だ け を 受け取 り 、 知 ら ず知 ら ず の う ちに、 感情で情報の取捨選択

27 Ibid.. 85-87 

28 Ibid.. 89 

29 平和陣ir村会の 分断j を 増幅す る の はSNS か テレビか ? J (https:!/news 

yahoo.co.j p/by I i ne/kazu h i rotaira12020 1 1 1 6-0020807 4/つfbclid=IwAR1 dDXa­

BuT84mRd6Pdudly KYSahjhba V8NGmMbo Uq-AOIlfH:BVEgBof57us) 0 SNS の

利)1)の 広範化の 1;:;斡 と して、 社会の 分断を 促進し、 述 う 1J見や人々 を 嫌恕す る

「感情的分極化」 が深刻化してい る が、 if分極化j WIIÞftl の 袋閃 の ーっ と され てき

た の が 、 ソー シ ャ ル メ ディア の ア ルゴリズム に よ っ てユ ー ザ ー の 趣味噌好 に 合

う コンテン ツ ばかりが表示され る 情報の タ コ ツ ボ化[フ ィ ル タ ー バブ ル j だ」

と の 指摘 に 花誌が必要で あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の 普及 に よ っ てバ ーチャ ル に 交

流す る 人 の 範囲 は 増 え た も の の 、 同じ指I<'J .思考の 宇;ばかりが集 ま る と い う 意

味で は 、 (1分た ち と は 考 え を 異 に す る 人々を 「敵」 と 見なし、 いわゆる 「他者」

釧|徐 と 嫌悪が現れ 、 多元化 ・ 多:t'fi化 と は 真逆の 一元化 と 初他の 傾向が顕著で あ

る 。 バ ーチャ ル な 交流 は 、 人 と 現笑 に は 接し な い こ と か ら 、 孤立化 ・ 孤独化が

進行し、 コミュ ニケ ー シ ョ ンで は な く 、 対立関係で 言 説を と ら え 、 他者の異な

る 意見は攻撃 と 認識され 、 自己の見解の 再考で は な く 、 強化 な い し固執化 に 向

か つてしまお そ れ が あ る 。

(龍法 。21) 53-4. 87 (1159) 
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4 削除の問題性

そ れ で は 削除 に は どの よ う な 問題があ る の で あ ろ う か。

投稿者 に は 、 表現の自由 と い う 基 本的人権が憲法上保障 さ れ て い る 。 市

民が社会 に参加し、 社会 を 変え る 武器 と して表現があ る 。 イ ン タ ーネ ッ ト

上 に 掲載 さ れ た表現 を 同意 な く 削除す る こ と は表現の自由 を 侵害す る 。 典

型的 に はホ ス ト プロパ イ ダ に よ っ て削除 さ れ る 場合 で あ る 。 表現の自由へ

の干渉は司法的判断 を 根拠にして正当化 さ れ る こ と を 原則 と す れ ば、 どの

よ う な 場合 に そ の例外があ る と 言え る の で あ ろ う か 、 そ れ と も そ も そ も 例

外 は ない と 理解すべ き で あ ろ う か。

元法務大臣Maa sは 、 ホ ス ト プロパ イ ダ は 、 ユ ーザが投稿した 情報 に つ

いて民法上一一刑法上責ー任 を 負わ ない。 しかし こ の こ と は 、 ホ ス ト プロパ

イ ダが違法 な 情報に ついて 認識す る と 、 そ の違法 な 投稿 を 遅滞 な く 削除し

た 場合 に の み妥当す る こ と で あ る 。 しかしFac eboo kの 対 応 はし ばし ば遅

く 、 削除 を 拒 ん で き た 。 各SNSは コミュニティーガ イ ドラ イ ン を 定めてい

る が、 今 ま で の と こ ろ 実際 に は機能し て い な い31 0 しかし全裸の写真 な ど

は即時 に完全 に削除している こ と か ら 、 ホ ス ト プロパ イ ダ は 削除 な ど迅速

かっ包括的措置 を と る こ と がで き る こ と を 認識してい る と して 削 除の必要

30 今日、 Fact check と い う 、 い わ ば当た り前 の こ と が 指摘され る こ と が あ る が 、

それ は まさにFac t で は な く 感情に よ る 情報 の受け入れの是非 が 行われてい る こ

と のr.iE左で は な か ろ う か。

31 V gl. Schwartmann/Mühlenbeck: NetzDG und das virtuelle Hausrecht sozia­

ler Netzwerke. ZRP 2020. S. 1 70. ichbinhier e.V.. Stellungnahm巴 zum Referente­

nentwurf des Bundes-ministeriums der ]ustiz und für Verbraucherschutz 

Entwurf eines Gesetzes zur Anderung des Netzwerkdurchsetzungsgesetzes 

Stand 1 5.0 1 .2020. S.4法執行法 の制定後で は 、 本法に基づ く 削除 よ りもコミュ

ニテイガイドラインに よ る 削除の方が 多 い と 指摘して い る 。
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性 を 説 く 32。 こ れ に 対し てHärtingは 、 ド イ ツで は 人種差別主義や排外主

義自体 は禁止 さ れ て お ら ず 、 外国 人 、 難民そ し て自分 た ち と 違 う 人 々

(Frem de) に 対して憎悪 を 抱 く こ と は刑法上禁止 さ れ て い な い。 名誉段

損罪や民衆扇動罪 な どが行わ れ た 場合 に は じ め て犯罪 と な る 330 意見表明

の自由 を 通 じ て保護 さ れ てい る 表現の抑止 を 求 め る 者 は 、 検閲 だ と の非難

を 受 けざ る を 得 な い。 多元的 に開か れ た 国で は 、 鈍感 な 市民が多 く の時間

を か け て議論フォー ラムやSNSで自分たち と は異 な る 人 々 に ついて意見票

を 述べ る こ と が保持 さ れ ていな け れ ば な ら ない と して 、 削除 に否定的態度

を 示す340

SNS は流通 と 統合の場所で あ り う る 。 けれ ど も しばし ばへ イ ト ス ピ ー チ

と フェ イ クニュー ス の展示場で あ る こ と も わ か っ て き た 。 こ れ に よ り 社会

の亀裂が は か ま っ てい る 350 Langに よ れ ば、 SNS と い う 技術的ー コミュニ

ケー ショ ン シ ス テム は ヘ イ ト ス ピ ー チ の 強化 に寄与して お り 、 一方で 、 大

規模 なユーザ と い う 公衆 を 通 じ て広範かっ急速 に 情報 を 拡散 さ せて お り 、

他方で 、 多様 な や り 方で差別的表現 な ど を す る こ と への跨踏の敷居 を 下げ

る 効果 ( Enthemmung sef f ek te) を 促進し て い る 360 フェ イ ス ブック の 一

人 の コ ン テ ン ツモ デレー タ ー は 一 人 で 一日当 た り お よ そ 1 300件の通報 を 処

理す る と さ れ る O 毎週の監査で は 、 こ れ ら の 決定が再度検証 さ れ る 。 こ の

よ う な 次元 に照 ら す な ら ば、 SNSの 情報削除 に関す る 決定 は排他的に国家

の裁判所 に よ っ て扱わ れ る べ き だ と す る 要請 は社会的現実 を 直視してい な

い。 SNSJ:.の へ イ ト ス ピ ー チ は速 く かっ簡単に拡散 さ れ る が、 国家の裁判

32 Heiko Maas. Löschpflicht für Hasskommentare? ZRP 201 5， S.222 

33 Niko Härting， Löschp自icht für Hasskommentare? ZRP 201 5. S.222. 

34 Niko Härting. S.222 

35 Michael Kubiciel守 Die Veränderung des Strafrechts durch die Digitalisierung 

der Lebenswelt. in :  Elisa Hoven/Michael Kubiciel (Hrsg.). Zukllnftsperspekti 

ven des Strafrechts. 2020. S.l6L 

36 Andrej Lang. Netzwerkdurchsetzungsgesetz lInd  Meinungsfreiheit. Archiv 

des ö汀entlichen Rechts 1 43， 201 8. S.231 
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手続 は 次か ら 次へ と 出 て く る 大量 に 対して迅速な決定 を す る イ士組 み に な っ

て い な い370 裁判 所 は 衝 突 す る 諸権利 を 正し く 評 価し、 適 切 な バラ ン ス を

作 り 上げ る た め に 利 用 で き る 時 間 が潤 沢 に あ る が、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上で は

そ う はいか ない。 と い う の も 、 ìl!.tJ 沢 に 時 間 を 使 う と 、 権利 は も う 侵 害 さ れ

ていて 、 そ こ で は 適切 な バラ ン ス が と ら れ ていな か っ た と い う 、 効果 の 乏

しい認定 を 後 々 に な っ て す る 羽 田 に な る か ら で あ る お。 こ こ に おいて 「 時

間 」 が問題への 対 処 に おい て 考 慮 す べ き 重要 な フ ァ ク タ ー に な る 。 情報の

拡散の 時 間 、 被害が発生し拡大す る ま で の 時 間 、 そ れ に 対して 問題 を 解決

す る ための法的 対処の 時 間 で あ る 。 ま た 、 こ こ で の 投 稿 はほ と ん ど匿 名 に

よ る こ と か ら 発信者 も 判明 し が たい390 L angの説示 は 、 アナログ の 世 界 で

の表現行為の よ う に 、 一つの場所 や 一 つ の空間 な ど に そ の 閲 覧 又 は 聴講可

能性の 範 囲 が 限定 さ れ る に 対して 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上の そ れ は 規模が異 な

る こ と を 述べ て い る 。 こ の こ と は 不特定 又 は多数 と い う 言葉 を 使 っ た と し

て も 、 情報拡散の 広 範性 について アナログ世 界 と イ ン タ ー ネ ッ ト の そ れ と

は 異 な る と い う こ と で あ る 40。 ま た 速報性 と は 、 拡散性 と 同 時的 に 生 じ 、

37 Lang. S.240 

38 マ ー ト ・ ス シ /検 大 道I聡 ( 殴訳) 瑞 鹿 山 広 大 ( 繍 訳 ) Iイン タ ー ネ ッ ト 上 の 利

主主衡iii 公式J1.主 腔 義塾大学 メ デ ィ ア ・ コミュ ニケ ー シ ョ ン研究所紀要70号 (2020

;1二 ) 75頁。

39 Michael Kubiciel. Hate-Speech und Äußerungsstrafrecht ( Teil 1 ) - Der Re­

gierungsentwurf zur Hasskriminalität. jurisPR-StrafR 5/2020. S.lf. 

Bohle n は 、 ヘ イ ト ク ライ ム を 予 防 す る 兄 地 か ら 、 ドイ ツ 通 信媒体it� 第 1 4条 3

項 に 基づ く 発信者情報 開 示 の 対 象 範 凶 の 拡 張 を 提 案 す る 。 それ に よ れば、 刑法

は 被 害 者 の 人 格 権 保護 に と っ て その 効 梨 は 部 分 的 で あ り 、 ヘイ ト ク ライ ム の 前

に 被害 者 は 嫌が ら せ に 会 う 。 刑 法 で は 名 誉22損 や 符 迫 な どが な い |浪り被害者 は

保護され な い ままだ と され る ( Marc Bohlen .  Der zivilrechtliche Auskuntsan­

spruch bei der Bekämpfung von Hass im Internet. NJW 2020. SJ999) 0 Wis­

senschaftlicher Di巴nst des Europäischen Parlaments. Das Recht auf Achtung 

des Privatlebens - Problemstellungen im Digitalbereich. eine rechts-verglei­

chende Perspektiv e: Deutschland. 201 8. S.75 

40 例 え ば、 一 地 域 ・ 地 方 に 対して 全 国 、 一 怪l に 対 して 全 世 界 と い う よ う に 不 特

定 の 範 囲 がその規模 に 関 して 俄 然 異 な る 。

( i12 法 21 ) 53-4. 90 ( 1 1 62) 
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急 迫 で かつ発信者の コ ン ト ロール ( 訂正 ま た は 削 除) で き ない状態 に な る

こ と を 意味す る 。 Langは 、 こ の よ う な 現実 を 前 に して 国 家 に よ る 裁 判 に

排 他 的 管轄 を 求め る 者 は 、 SNS 上 の 情報 に 関 す る 規制 を 不 可 能 に し 、 そし

て SNS_I二 の 数え き れ な いほ ど の 人 格権侵害 を 甘受し、 立法者 に 対して現実

世 界 の 問 題 の た め の 解 決 の 展 開 を 妨げ る と 批判 す る 4 1 。 そ こ で、Langは 、

SNS事 業者 に 対 して 、 私 人 に 対 す る 憲法 の 間接的拘 束 を さ す憲法 の 私 人 間

効 力 ( D ri tt wi rku ng) を 肯 定して 、 権 利 侵害又 は 違 法情報の 削 除又 は 当

該情報 に アクセ ス す る こ と のブロ ッ キ ン グ を 問題 に す る 。 そ の際、 Lang

は 、 私 企業 が公の コ ミ ュニケーショ ン の枠組み条件の整備 を 自 ら 任 っ てい

る 場合 、 そして 諸事情 が不可欠 で あ る こ と 、 相 対 す る 当 事 者 間 に 不平等 が

あ る こ と 、 特 定 の 提供物・ サー ビ ス の 社 会的意義又 は一方 当 事者 の 社会的

な 力 な ど例 に 挙げ、 SNS事業者 と ーユーザ と の 関 係 に こ れ ら の こ と のいず

れ か が認め ら れ る 場合 に 、 SNS事業者 に対す る 憲法 の 間 接 効力 を 認め る 420

SNS事業 者 は 膨 大 な 情 報発信力 を 有し て お り 43 、 しか も 不 当 な 書 き 込 み を

さ れ た被害者 で あ る ーユ ーザ と の 関 係 に おいて 、 両 者 に は 圧 倒 的に 力 の 差

があ り 44 、 力 関 係 に おい て 劣 後 す る ーユーザの 権 利 を 保護 す る と い う 見 地

から、 SNS事業 者 と ユ ー ザの 関 係 に つ い て 憲法 の 私 人 間 効 力 が 認め ら れ

る 450 こ こ でSNS事業者 は 単 に コ ミ ュニ ケー ショ ン の 場 の 提 供 者 で は な い

と い う こ と に な る 。 SNS事業者 の も つ 膨 大 な 発信力 と 事業規模 な ど に !!夜 ら

す と 、 事業者 と ユーザの 力 関 係 は 対 等 で は ない。 当 該SNS に 掲 載 さ れ た 情

41  Lang. S.240 

42 Lang. S.243 

43 Friehe は 、 SNS業 界 は 栄枯 盛 衰 が 激し く 競 合 |期 係 に あ り 、 憲法順守義務 の あ

る 国 家 と 恭 本#1 を 有 す る 夜、 人 と い う 違 い を な く す こ と 説得 で な く 、 SNS大手 企

業 を 国 家 権 力 と 同 値す る こ と に 反対 す る ( Matthias Friehe. Löschen und Sper. 

ren in sozialen Netzwerken. N]W 2020. S. 1 699 ) 。 しかし、 こ こ で、 |悶 われ て い る

の は 、 SNS と い う グ ロ ー バ ル に 活動す る プ ロ パ イ ダ と ー ユ ー ザ と の 関 係 で あ る 。

44 

45 Vgl. BVerfG N]W 2020. 300 Rn. 88 
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報が法 的に許容 さ れ な い も の で あ る 場・合に事業者に一定の作為義 務 を 謀す

こ と に な る 。 そ の 一つが掲 載情報の 削 除 で あ る 46。 な お 、 SNS事業者 の も

つ情報発信力 の 中に は 速報性や拡散性が含 ま れ て い る 。 も ち ろ ん 、 憲法 は

表現 の 自 民l を 保 障し な け れ ばな ら ず 、 こ れに対して表現の 自 由 の 濫 用 に 対

応しな け れ ば な ら な い よ う に、 SNS事業者 も こ れに従わ な け れ ば な ら な い。

と り わ け情報 の拡散 と 権利・ 法話侵 害 の継続 と 拡大 の 阻止 の た めに は 問題

と な る 情報の削除が問題に な り 、 権 不IJ . 法益侵害情報 を 掲 載す る サ イ ト が

存 在し、 こ れ を �ílJ除で き な い場合に、 こ れへの アクセ ス の 阻止が 問題に な

る 。 法的 に は 、 前者で は 、 発信者 の表現の 自由 と い う 権利 が、 後者で は 問

題 と な る サ イ ト に アクセ ス し よ う と す る 者の通信 の 秘密 と い う 権利が問題

にな る 。 ド イ ツの法執行法 は 、 刑法上の 犯罪 と な る 言動 に削除 な どの措置

を 限定した 。 表現行為 が許 さ れ て い る 場において 権利行使 を す る こ と を だ

れ も 止め る こ と は 許 さ れ ない。 こ れ を 正 当 な 理 由 な く 止め る こ と 、 例え ば

SNS事業者が 当 該サ イ ト 上に掲載した 情報 を 承諾 な く 削除した 場合 、 事業

者 は 、 発信者 か ら 削除した情 報 の 再掲載 と 表現の 自 由に対す る 不当 な 侵 害

に対す る 損 害賠償 を 求め ら れ る で あ ろ う 。 こ こ で 、 発信者 の 承諾 な く 特定

の情報 を 削除す る こ と が許 さ れ る 正 当 な 理 由 が求め ら れ る 。

5 お わ り に

日 本において違法 ま た は権利 侵 害情報が全 く 削除 さ れ ないの か と 言 え ば

そ う で は な い。 例 え ば、 本 人 ま た は そ の 依頼者 に よ る ウェブ フ ォーム な ど

か ら の 削 除 申 請 ( 各サ イ ト に削 除 申 請 を 直接送 る こ と ) ま た 、 特 定 の 仲 介

サ イ ト に削除 申 請す る 。 例えば、 児童 ポルノ、 リベ ン ジ ポルノ又 は違法薬

46 参 考 、 マ ー ト ・ ス シ /横 大 道i聡 ( 監 訳) 瑞 慶 山 広 大 ( 納 訳) I イ ン タ ー ネ ッ ト

上 の 利 益段I[}止公式」 慶 路 義塾大学 メ デ ィ ア ・ コ ミュ ニケ ー シ ョ ン 研 究所紀 要70

号 (2020年) 73頁。
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イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 表現 に よ る法益佼 答 の 継続 と そ の 削 除

物・ 武 器 の 売 買 に つい て は イ ン タ ー ネ ッ ト ・ ホ ッ ト ラ イ ン セ ン タ ー ( 児童

ポル ノ ) 、 ま た 差別表現 に ついて はセー フ ァ ー イ ン タ ー ネ ッ ト 協 会) 。 被害

者 か ら の 申 請 に サ イ ト 運営者が任意 に 応 じ な い場 合 、 当 該サ イ ト 運営者 に

対して 削除 の 仮処分 な ど の手続 を す る こ と に な る 。 現行法上 、 プロパ イ ダ

か ら の 問い合 わ せ に 対して 発信者 か ら の 同 意 が な け れば削除す る こ と は 困

難で あ る ( プロパ イ ダ責 任制 限 法 第 3 条 2 項 2 号 ) 。 こ の こ と が 障 壁 と

な っ て 削 除 の 方法 は 被害者 本 人 に よ っ て 行 わ れざ る を 得 な い。 プロパ イ ダ

と して は 発信 者 の意思 に 反して ま で縄 戦情報 を 削除す る こ と に よ る リ ス ク

を 抱え込 み た く は な い。 一方で 、 そ う な る と 被害者 は 仮処分な ど の 法的手

続 に よ る しか被害の 拡散の 防 止 の 手立て は ない。 ま た 仮処分は 正式 の 裁判

と 比較して 迅速 な手続が期 待で き る が、 しかしそ の 問 に も 削 除したい情報

は掲載 さ れ続 け てい る 。 こ の こ と は 被害の継続 と 拡散 を 意味す る 。 他方、

プロパ イ ダ と して は 裁判 所 に よ る 手続 と い う 担保以外 に 削 除 の た め の 法 的

根拠が な け れ ば、 発信者 と の関係 で表現の 自 由 を不当 に制 限す る こ と に な

る 。 そ の よ う な サ イ ト に はユーザは 集 ま ら な い。 被害者 だけ で な く 、 社会

の 側 か ら す る と 、 SNS上 の 表現が無秩序の ま ま 放 置 さ れ る こ と に な る 。 各

SNS プロパ イ 夕、 は コ ミ ュニテイ・ カ、 イ ド ラ イ ン を 整備して お り 、 ユー ザ と

の 問 に一定の取 り 決めが行 わ れ 、 こ れ に 抵触す る 情報 は削除 さ れ る 可能性

が あ る 。 し かし こ れ は あ く ま で プロパ イ ダ 側 の 任意 の 措 置 で あ る 。 イ ン

タ ー ネ ッ ト 上 の情報の速報性 と 拡散性 に 照 ら す る な ら ば、 被害者 か ら の削

除要請 の 受 理 か ら プロパ イ ダ に よ る 審査時 間 を 含め た 削除 ま で の 時 間 を 法

律に よ っ て 明 確 に 定め る 必要があ る 。 こ れ に よ り 被害者の被害拡散 を 最小

限化し、 プロパ イ ダ側 の 削 除 に よ る 法的リ ス ク を 削 減す る 。 こ れ は 、 SNS

プロパ イ ダ に 削 除 の ための 制 度 を 整備 す る こ と を 求め る こ と に な る 。 現笑

空間 と 同 様 に バ ー チャル空間 、 と り わ けSNSサ イ ト 内 に お い て も 法 が貫徹

さ れ る こ と を 目 的 と す る 。 具体的 に は プロパ イ ダ に 作為義務 と して 削除の

ための制度 を 整備す る 。 プロパ イ ダ と して 法 に 基づいて 適正 に 作為義務 を
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履行す る こ と が 求め ら れ る 。 こ こ で は プロパ イ 夕、 が独 自 に 持つ コミュニ

テイ・ ガ イ ドラ イ ン と と も に 法的規制 に 基づ く 審査 と 削 除 の 是非 が課題 に

な る 。 こ の よ う な 制 度 を 十 全 に 整備 し な い こ と が コ ン ブラ イ ア ン ス 違 反 と

な る 470

被害者 に よ る 削 除要請 に よ る 削除の 対 象 と な る 情報 と は 、 ど の よ う な 情

報で あ ろ う か。

あ く ま で 例示的で あ る が、 JflJ 罰 に よ っ て規制 さ れ ている 類 型 と し て 、 信

用 段損罪、 名 誉致損罪、 {毎 辱罪、 恐 喝 罪 、 脅迫罪 、 強要�j� 、 公然 わいせつ

罪 、 わいせつ 物 頒 布 罪 、 詐欺罪 ( 広 告・ サ イ ト ) 、 偽言| 又 は 威 力 業務妨害

罪 、 リベ ン ジ ポ ルノ処罰法、 児 童 買 春 、 児 童 ポルノ に 係 る 行為 等 の規制 及

び処罰並 び に 児 童 の 保護等 に 関 す る 法律、 各違法薬物取締法 な どがあげ ら

れ る 。 ま た 、 民法上 の不法行 為 と し て 、 プラ イ パシー な ど の 人格権侵害、

業務妨害 な どがあ る 48。 削 除の対象 と な る 情報 は 、 被害者 に よ る 削除要請

を 原 則 と す る な ら ば、 位| 人的法益の 侵 害・ 危 険 に限定 さ れ る こ と に な る が、

公然 わいせつ や違法薬物 売 買 な どが社会 的 法益 に 対す る 罪 と 理解 さ れ る こ

と か ら 、 削 除の 対 象 は 個 人的法話 と の 関 連 を 必然 と し な い。 そ こ で 問題の

ーっ と し て 集 団 に 対す る へ イ ト ス ピ ー チ を あげ る こ と がで き る 。 特定個 人

に 向 け ら れ た へ イ ト ス ピ ー チ で あ れ ば名 誉段損又 は 侮辱 罪 の 枠組み で対応

可 能 で あ る が、 2016年 に へ イ ト ス ピ ー チ 解 消 法 が制定 さ れ た も の の 、 集 団

に 対 す る へ イ ト ス ピ ー チ は 個 別l 的 な 特 定個 人 を 攻撃 し ていないため現行法

の枠組み で捕捉可能 で は な く 、 ま た刑事規制な ど さ れ て い ないため、 野放

47 it� 執行 法 第 4 条に よ れ ば、 ① 透 明性の担 保された審 査手続の保 |慾②苦情キ1 1 談

所の設i丘 及 び利 J rJ 1'í にと っ てfili 伎な t�� 'II'i 千続の保 障③苦悩処理手続きを監督す

る こ と④j'jlJ 除判 断担 当 者 ÆJ�J (10 に研 修 な どを受 け て いる こ と、 な どのい ずれか

を慨;なしている場合に本法に よ り 法 人 代 表が、 ド イ ツ 秩 序 逃 反 法に基づい て法

人が過 半，1 で処:，り される。

48 仮処分 な どの民事手続 に よ る削 除は行われている。 参考、 i引特有 史 『インター

ネ ット権 利 侵 害J (2020"ド ) 1 1 頁 以1、 。
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イ ン タ ー ネ ァ ト 上 の 表現 に よ る 法経 伝 害 の 継続 と そ の ì'jlJ 除

し と な る 可 能性があ る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば、 表現の 自 由 の 範暗 に 収 ま る

可 能性 が あ る 。 そ の た め 不特 定かつ 多 数の 人 々 に よ っ て 構 成 さ れ る 集 団 そ

の も の に 向 け ら れ た へ イ ト ス ピ ー チ に 閲 す る 対応 が間 わ れ る 490 こ こ で の

問 題 は 、 一一 へ イ ト ス ピ ー チ に 対 す る 規制 法 が制 定 さ れ る の が 明 確 な 方 向

性 で あ る も の の 、 そ れが な い状況 に お い て 現行法上、 削 除 の 是非 を 線

引 き す る 法 的 根拠 を 見つ け る こ と に あ る 。 平 成3 1 年 3 J=J 8 EI 法務省 人権擁

護 局 調 査救済課長 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 不 当 な 差 別 的言動 に 係 る 事案 の 立

件 及 び処理 に つ い て ( 依 命通 知 ) J で は 、 人 権 侵 犯 の 救 済措 置 の 対 象 と し

て で は あ る が 「 集 団 等 が差 別 的 言 動 の 対 象 と さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、

①そ の 集 団 等 を 構 成 す る 自 然 人 の 存 在 が認め ら れ 、 か つ 、 ②そ の 集 団 等 に

属 す る 者が精 神 的 苫痛 等 を 受 け る な ど具体的被害が生 じ て い る ( 又 は そ の

お そ れ が あ る ) と 認め ら れ る の で あ れ ば、 や は り 救 済 を 必要 と す る 『特 定

の 者』 に 対 す る 差 別 的 言動が行 わ れ て い る と 評価lî すべ き こ と と な る 」 と の

認識が示 さ れ 、 i r本手11 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言動 の Miìヰ に 向 け た

取組 の 推 進 に |主! す る 法律』 に 係 る 参 考 情 報 ( そ の 3 ) J で は 「 集 団 等が個

人 の 集 合 体 で あ る 以 上 、 不 当 な 差 別 的 言 動 が集 団 等 に 向 け ら れ た も の で

あ っ て も 、 当 該 差 別 的 言動が行 わ れ た 経緯 、 場所 、 当 該 差 別 的 言 動 の 態 様

及 び内 容 、 そ の 対 象 と さ れ た 集 団 等 の 規模等 の 個 別 具体的 な 事 情 次 第 で は 、

そ の 集 団 等 に 属 す る 伽| 人 の 人権 を 侵 害 す る 場 合 が あ り 得 る 。 こ れ ら を 踏 ま

49 法務 省 人 権擁 護 局 i W本手11外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言動 の 解 消 に 向 け た

取組l の tl訂正 に 関 す る 法律j に 係 る 参考情報 ( そ の 3 ) J ( http://www.moj .go.j p/ 

con ten t/001 331 963.pdf) に お い て 、 「 不 当 な jX;: )J IJ 的 言 動 は 、 人相、 |主l 籍等 の特定

の 属 性 を 有す る おー の 集 団 や 不特 定 多 数 の 者 ( 以 下 「 集 団 等 」 と い う 。 ) に 向 け ら

れ た 形 を と る も の が 少 な く な い と こ ろ 、 こ の よ う な 集 |主| 等 に rnJ け ら れ た 不 当 な

茶 別 的 古動 に つ い て は 、 特 定 の 個 人 に 向 け た 言 動 で は な い こ と か ら 、 個 人 の 人

権 を 千尋 常 す る と は い え な い の で は な い か と い う 問 題 が あ る 。 こ の よ う な 事 情 か

ら 、 集 団 等 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言動 に つ い て は 、 jま 済抽出 を 講ず る か 否 か の

判 断 に 困 難 を 伴 う 場 合 が 少 な く な い の で は な い か と 思 わ れ る J ( 1 頁 ) と 認識が

亦 さ れ て い る 。
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論 説

え る と 、 不 当 な 差別 的 言 動 がそ の 文言 上 は 集 団 等 に 向 け ら れ た も の で あ っ

て も 、 ①そ の 集 団等 を 構 成 す る 自 然 人 の 存 在 が認め ら れ、 かつ 、 ② そ の 集

団 等 に 属 す る 者 が精神 的苦痛等 を 受 け る な ど具 体 的 被 害が生 じ て い る と 認

め ら れ る 場合 に は 、 個 人 の 人権が侵 害 さ れ て い る と 解 す る の が相 当 で あ る

と 考 え ら れ る ωJ と さ ら に 踏 み 込 ん だ認識 を 示 し て い る 。

以上、 こ れ ら の 認識 を 援 用 す る と 、 集 団 に 向 け ら れ た へ イ ト ス ピ ー チ と

い う こ と だ け で 法 的 救 済 な ど の 対 象 と な ら な い と は 言 え ず51 、 む し ろ 個 人

の 権利 の 侵 害 と し て 評 価 可 能 で、 あ る 520 プ ロ パ イ 夕、 責 任 制 限法 第 3 条 1 項

等 に 規定 さ れ て い る 「 他 人 の 権 利 」 の 文言 の 意 味 を 、 特定個 人 の 権 利 の 侵

害 だ け で な く 、 集 団 に 対 す る ヘ イ ト ス ピ ー チ も 個 人 の 権 利 侵 害 と し て 包摂

可 能 で あ る と 解釈で き る の で は な か ろ う か。

50 I r本手1I 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 の 解 消 に 向 け た 取 組 の 推 進 に 関 す

る 法律I に 係 る 参考情報 ( そ の 3 ) J 2 貞。

5 1  平 成 3 1 年 3 月 8 日 法 務 省 人権擁 護 局 調 査救 済 課 長 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 不 当

な 差 別 的 言動 に 係 る 事案 の 立件 及 び、処理! に つ い て ( 依 命 通 知 1 ) J 

52 ネ ッ ト 上 の 表現 の 場 合 、 表現 の 行 な わ れ た 場 所 や 地 域 な ど で 、 漠 然 と 集 団 で

は な く 、 特 定 可 能 な 人 々 を 示 す 表現 に 対 し て 規制 の 範 囲 を 限 定す る な ど の 工 夫

が必要 で あ る 。
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